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《大規模生産者・法人の皆様への窓口を開設しました！（直接契約課）》
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野菜価格高騰と家計
購入量との関係につ
いて
　
野菜の卸売価格と購
入量との関係につい
てみると、①9月は、
価格高騰の大きいほ
うれんそう、ねぎ等
で減少、割安感が
あったキャベツは微
増、②10月は、価格
高騰の大きいレタ
ス、だいこん等で購
入量が減少、価格の
低下したなすは増
加、③価格の低下し
たもやしは増加、④
生鮮野菜の購入額は9
月は前年並み、10月
は上昇、といった特
徴がみられる。
　購入量は価格に敏
感に対応していると
みられる一方、生鮮
野菜への支出額は前
年並みもしくは増加
している。こうした
ことから、消費者は
野菜への支出を減ら
すわけではなく、野
菜の購入に際して最
適行動をとってお
り、価格が落ち着い
てくれば、購入量は
回復してくるものと
推測されるが、今夏
の価格高騰が長期間
に渡っており、11月
以降の動向も注視し
たい。
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卸売価格及び購入数量の対前年比（2010.9月）

卸売価格 購入数量

※資料：東京都青果物情報センター、総務省「家計調査報告（二人以上世帯農林漁家世帯は除く）」
※卸売価格は東京都中央卸売市場卸売価格
※購入数量は一人当たり購入数量
※生鮮野菜支出額は、生鮮野菜の一人当たり支出金額。
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卸売価格及び購入数量の対前年比（2010.10月）
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